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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 76,430 △11.4 5,132 △48.6 6,810 △39.0 5,408 △5.1

2021年３月期第２四半期 86,276 2.5 9,980 17.4 11,159 27.5 5,696 3.6
(注) 包括利益 2022年３月期第２四半期 6,653百万円( 5.3％) 2021年３月期第２四半期 6,318百万円( 22.2％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 50.68 46.66

2021年３月期第２四半期 53.21 49.00
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 399,885 107,090 25.5

2021年３月期 407,243 120,791 28.4
(参考) 自己資本 2022年３月期第２四半期 101,817百万円 2021年３月期 115,579百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 15.00 － 15.00 30.00

2022年３月期 － 15.00

2022年３月期(予想) － 15.00 30.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 153,000 △8.7 8,000 △45.6 9,600 △45.6 7,000 － 65.59
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 社（社名） 、除外 社（社名）
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期２Ｑ 108,520,799株 2021年３月期 108,520,799株

② 期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 2,370,644株 2021年３月期 1,443,266株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 106,717,090株 2021年３月期２Ｑ 107,067,645株
　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページをご覧ください。
・決算補足説明資料については、本日、当社ホームページ（投資家情報-ＩＲ資料）に「決算説明資料」を掲載いた
します。（https://www.resorttrust.co.jp/ir/）
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

①①①①①当当当当当第第第第第２２２２２四半期連結累計期間の概四半期連結累計期間の概四半期連結累計期間の概四半期連結累計期間の概四半期連結累計期間の概況況況況況

前第２四半期
連結累計期間

(実績)

当第２四半期
連結累計期間

(実績)

当第２四半期
連結累計期間

(計画)
前年同期比 計画比

売 上 高 86,276百万円 76,430百万円 79,800百万円 △11.4％ △4.2％

営 業 利 益 9,980百万円 5,132百万円 3,700百万円 △48.6％ +38.7％

経 常 利 益 11,159百万円 6,810百万円 3,800百万円 △39.0％ +79.2％

親会社株主に帰属する
四半期純利益

5,696百万円 5,408百万円 3,000百万円 △5.1％ +80.3％

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、再び緊急事態宣言

等が発出されるなど、収束時期が見通せず、先行きは極めて不透明な状況であります。

当社グループの当第２四半期連結累計期間の状況は、国内の新型コロナウイルス感染症拡大に伴う３度目の緊急

事態宣言やまん延防止等重点措置に加え、４度目の緊急事態宣言の発出とその延長に伴う制限等によって、ホテル

レストラン等事業において、集客およびホテル稼働に大きな影響を受けました。メディカル事業においても、シニ

アレジデンスへの新規入居が鈍化するなど、昨年度に引き続き、当社グループの事業活動へ大きな影響を与えてお

ります。一方で、会員権事業においては、2021年６月から販売を開始した「サンクチュアリコート高山」や既存ホ

テル会員権の販売が好調に推移しました。また、コロナ禍における検診の重要性が認知される中、メディカル会員

権の販売も好調でした。このような環境に即し、メディカル事業での知見をフルに活かした当社グループ独自の３

密対策や情報提供を行い、安心安全な施設で、より豊かで幸福な時間を過ごしていただけるよう「一生涯戦略」の

さらなる推進を行っております。

上記のとおり、会員権販売は好調に推移し、前年や計画を上回る契約高となった一方で、ホテル運営は依然とし

て厳しい環境であったこと、前年同期には会員制ホテルの新規開業に伴い繰延べてきた不動産収益の一括収益計上

があったのに対し、当期は無いことなどにより、売上高は76,430百万円（前年同期比11.4％減）、営業利益は5,132

百万円（前年同期比48.6％減）、経常利益は6,810百万円（前年同期比39.0％減）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は5,408百万円（前年同期比5.1％減）となりました。

また、期初の計画に対しては、主にホテルレストラン等事業において、想定していなかった緊急事態宣言等によ

り制限を受けて売上高が未達成となった一方で、会員権販売が好調だったこと、助成金等の営業外収益の計上があ

ったことなどにより利益は上回りました。この状況を鑑み、本日付けで、業績予想の修正を行っております。

なお、収益認識会計基準等の適用により、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,065百万円減少し、営業利益及

び経常利益はそれぞれ1,107百万円減少しております。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

②②②②②セグメントの業績概セグメントの業績概セグメントの業績概セグメントの業績概セグメントの業績概況況況況況

【会員権事業】

前第２四半期
連結累計期間

(実績)

当第２四半期
連結累計期間

(実績)
前年同期比

売 上 高 42,036百万円 20,855百万円 △50.4％

セグメント利益 14,390百万円 6,296百万円 △56.2％

会員権事業においては、2021年６月から販売を開始した「サンクチュアリコート高山」や既存ホテル会員権の販

売が好調に推移した一方で、前年同期に会員制ホテルの新規開業に伴う不動産収益の一括計上があったのに対し、

当期は無いことなどにより、減収減益となりました。なお、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、従来

の方法に比べて、売上高は367百万円減少、セグメント利益は111百万円減少しております。
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【ホテルレストラン等事業】

前第２四半期
連結累計期間

(実績)

当第２四半期
連結累計期間

(実績)
前年同期比

売 上 高 25,143百万円 34,382百万円 +36.7％

セグメント利益又は損失(△) △3,181百万円 128百万円 －％

ホテルレストラン等事業におきましては、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、断続的に緊急事態宣言やまん

延防止等重点措置が発出され、レストランの時短営業や酒類提供の制限を受けたほか、訪日外国人、ビジネス利用

客は回復せず、ワクチン接種進展による国内宿泊需要の回復も限定的であったことなど、依然として、ホテル運営

には厳しい環境が継続しました。一方で、前年同期よりも、安心と安全を最優先したホテル運営の認知が広がった

ことなどにより、増収増益となりました。なお、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、従来の方法に比

べて、売上高は297百万円増加しておりますが、セグメント利益に与える影響はありません。

　

【メディカル事業】

前第２四半期
連結累計期間

(実績)

当第２四半期
連結累計期間

(実績)
前年同期比

売 上 高 18,764百万円 20,840百万円 +11.1％

セグメント利益 2,515百万円 2,594百万円 +3.1％

メディカル事業におきましては、コロナウイルス感染症の拡大に伴い、シニアレジデンスの入居者募集活動が制

限された一方、コロナ禍において「検診」の重要性が認知される中で、総合メディカルサポート倶楽部「グランド

ハイメディック倶楽部」の会員権販売が順調であったこと、また、会員の増加に伴う年会費収入等が増加したこと、

一般健診が回復したことなどにより、増収増益となりました。なお、収益認識に関する会計処理方法を変更したた

め、従来の方法に比べて、売上高は994百万円減少、セグメント利益は996百万円減少しております。

【その他】

前第２四半期
連結累計期間

(実績)

当第２四半期
連結累計期間

(実績)
前年同期比

売 上 高 333百万円 352百万円 +5.7％

セグメント利益 254百万円 271百万円 +6.7％

「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業、別荘管理業等を含ん

でおります。なお、収益認識に関する会計処理方法の変更による売上高、セグメント利益に与える影響はありませ

ん。

（２）財政状態に関する説明

四半期連結会計期間末の四半期連結会計期間末の四半期連結会計期間末の四半期連結会計期間末の四半期連結会計期間末の資資資資資産産産産産、、、、、負負負負負債債債債債、、、、、純資産等の状況に関する純資産等の状況に関する純資産等の状況に関する純資産等の状況に関する純資産等の状況に関する分分分分分析析析析析

（（（（（資資資資資産産産産産）））））

当第２四半期連結会計期間末の総資産は399,885百万円（前連結会計年度比1.8％の減少）となりました。これ

は、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金が 14,409百万円、営業貸付金が 6,432百万円、有価証券が 10,194

百万円、それぞれ減少した一方で、割賦売掛金が 15,864百万円、繰延税金資産が 6,415百万円、それぞれ増加し

たことなどによるものであります。

（（（（（負負負負負債債債債債）））））

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は292,794百万円(前連結会計年度比2.2％の増加）となりました。これ

は、前連結会計年度末に比べ、前受金が 50,916百万円増加した一方で、一年以内返済予定長期借入金が 6,042百

万円、前受収益が 6,122百万円、長期借入金が 11,882百万円、長期前受収益が 14,177百万円減少したことなど

によるものであります。
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（（（（（純資純資純資純資純資産産産産産）））））

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は107,090百万円（前連結会計年度比11.3％の減少）となりま

した。これは、前連結会計年度末に比べ、利益剰余金が 12,847百万円減少したことなどによるものであります。

その結果、当第２四半期連結会計期間末における自己資本比率は25.5％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

本日（2021年11月10日）付で、業績予想の修正を行っております。

本日公表した当期の通期連結業績予想は以下のとおりです。

　2022年３月期 通期連結業績予想数値（2021年４月１日～2022年３月31日）

前連結会計年度
(実績)

当連結会計年度
(計画)

増減比
当連結会計年度
(期初計画)

期初計画比

売 上 高 167,538百万円 153,000百万円 △8.7％ 158,200百万円 △3.3％

営 業 利 益 14,707百万円 8,000百万円 △45.6％ 7,000百万円 +14.3％

経 常 利 益 17,647百万円 9,600百万円 △45.6％ 6,700百万円 +43.3％

親会社株主に帰属する当期純
利益又は当期純損失(△)

△10,213百万円 7,000百万円 +17,213百万円 4,700百万円 +48.9％

直近の業績概況を鑑み、前回発表の期初計画に対して、売上高は下回る見込みですが、各利益項目は上回ること

が見込まれましたので、業績予想の修正をいたしました。期初の想定に比べて、緊急事態宣言等の発出に伴い、ホ

テル、レストランの運営が制限された一方で、ホテル会員権、メディカル会員権の販売が好調であったこと、助成

金など営業外収益の計上が見込まれることなどを反映し、各利益の上方修正を行いました。

わが国における今後の経済情勢につきましては、政府主導により新型コロナウイルス感染症の再拡大を防ぐ対策

が推進される中で、経済活動が再開され、多くの業種が正常化していく一方で、観光産業、飲食や娯楽サービス業

等においては、厳しい環境が続くことが予想されます。依然として、新型コロナ第６波の懸念もあり、先行きは極

めて不透明であります。

このような状況下、通期業績見通しについては、前年度は、2020年９月に「横浜ベイコート倶楽部」「ザ・カハ

ラ・ホテル＆リゾート 横浜」が開業を迎え、繰り延べられていた不動産収益を一括計上しましたが、当年度は通常

のホテル運営となること、また、2021年６月から会員制ホテルの新ブランド「サンクチュアリコート」シリーズの

第一弾「サンクチュアリコート高山」の会員権販売を開始しており、その会員権の不動産部分の収益認識は開業ま

で繰り延べられること、一般ホテル事業においては、出張需要やインバウンド需要が戻らないことなどから、当社

グループ全体として売上高 153,000百万円（前年同期比 8.7％減）、営業利益 8,000百万円（同 45.6％減）、経常

利益 9,600百万円（同 45.6％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は、前年度の赤字が解消され 7,000百万円

（同 17,213百万円増）と減収増益を見込んでおります。

なお、配当の予想については、期末配当金15円（予測）を予定しており、中間配当金15円とあわせ、年間配当金

30円（予想）とし、前年度の配当金額と同額となる見込みであります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 48,367 33,958

受取手形及び売掛金 9,032 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 9,888

割賦売掛金 － 15,864

営業貸付金 58,268 51,835

有価証券 10,695 500

商品 971 971

販売用不動産 15,668 11,482

原材料及び貯蔵品 1,202 1,380

仕掛販売用不動産 3,685 7,373

その他 5,987 7,027

貸倒引当金 △1,022 △877

流動資産合計 152,856 139,405

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 103,936 103,646

機械装置及び運搬具（純額） 2,242 2,081

コース勘定 7,635 7,635

土地 48,580 48,566

リース資産（純額） 7,573 7,164

建設仮勘定 2,306 3,990

その他（純額） 4,091 3,683

有形固定資産合計 176,366 176,769

無形固定資産

のれん 2,511 2,214

ソフトウエア 4,153 4,312

その他 2,554 1,969

無形固定資産合計 9,218 8,497

投資その他の資産

投資有価証券 29,867 29,850

関係会社株式 1,323 1,354

長期貸付金 6,052 5,937

退職給付に係る資産 188 153

繰延税金資産 11,551 17,967

その他 20,288 20,435

貸倒引当金 △470 △486

投資その他の資産合計 68,801 75,212

固定資産合計 254,386 260,479

資産合計 407,243 399,885
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,335 1,113

短期借入金 2,125 2,317

1年内返済予定の長期借入金 19,954 13,912

1年内償還予定の社債 150 150

1年内償還予定の新株予約権付社債 29,728 29,707

リース債務 1,164 1,153

未払金 7,924 5,946

未払法人税等 5,726 2,982

未払消費税等 2,153 2,043

前受金 3,548 54,464

前受収益 18,103 11,981

債務保証損失引当金 40 37

ポイント引当金 1,297 573

その他 7,522 8,817

流動負債合計 100,777 135,200

固定負債

社債 150 75

長期借入金 44,004 32,122

リース債務 12,435 11,903

繰延税金負債 671 451

役員退職慰労引当金 2,156 －

株式給付引当金 2,014 382

退職給付に係る負債 2,453 2,564

長期預り保証金 30,796 30,414

償却型長期預り保証金 73,153 74,490

その他 17,837 5,190

固定負債合計 185,673 157,594

負債合計 286,451 292,794

純資産の部

株主資本

資本金 19,590 19,590

資本剰余金 21,701 21,375

利益剰余金 74,612 61,764

自己株式 △1,787 △3,520

株主資本合計 114,116 99,210

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,801 2,046

為替換算調整勘定 △443 463

退職給付に係る調整累計額 104 96

その他の包括利益累計額合計 1,462 2,607

新株予約権 313 313

非支配株主持分 4,898 4,959

純資産合計 120,791 107,090

負債純資産合計 407,243 399,885
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 86,276 76,430

売上原価 23,422 10,048

売上総利益 62,854 66,382

販売費及び一般管理費

給料及び賞与 20,582 24,089

役員退職慰労引当金繰入額 33 18

修繕維持費 1,252 1,849

貸倒引当金繰入額 92 49

水道光熱費 2,161 2,814

減価償却費 4,131 4,629

その他 24,620 27,798

販売費及び一般管理費合計 52,874 61,249

営業利益 9,980 5,132

営業外収益

受取利息 555 439

受取配当金 38 34

持分法による投資利益 － 4

貸倒引当金戻入額 131 0

債務保証損失引当金戻入額 1 3

為替差益 － 2

助成金収入 980 1,585

その他 126 169

営業外収益合計 1,833 2,241

営業外費用

支払利息及び社債利息 243 190

持分法による投資損失 44 －

控除対象外消費税等 226 265

為替差損 13 －

その他 126 106

営業外費用合計 654 563

経常利益 11,159 6,810
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

特別利益

固定資産売却益 2 223

関係会社株式売却益 － 14

助成金収入 1,496 6

株式給付引当金戻入額 － 1,628

特別利益合計 1,499 1,873

特別損失

固定資産売却損 － 4

固定資産除却損 13 11

新型コロナウイルス感染症による損失 3,542 9

その他 230 1

特別損失合計 3,786 26

税金等調整前四半期純利益 8,871 8,656

法人税、住民税及び事業税 3,967 2,700

法人税等調整額 △747 447

法人税等合計 3,219 3,147

四半期純利益 5,652 5,509

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△44 100

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,696 5,408
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 5,652 5,509

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,010 245

為替換算調整勘定 △412 907

退職給付に係る調整額 67 △8

その他の包括利益合計 666 1,144

四半期包括利益 6,318 6,653

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,360 6,552

非支配株主に係る四半期包括利益 △42 100
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 8,871 8,656

減価償却費 5,311 5,189

のれん償却額 297 296

貸倒引当金の増減額（△は減少） △40 △129

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 464 133

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 33 18

受取利息及び受取配当金 △593 △474

支払利息及び社債利息 243 190

為替差損益（△は益） 19 △2

売上債権の増減額（△は増加） △2,039 △10,283

棚卸資産の増減額（△は増加） 7,960 △980

仕入債務の増減額（△は減少） △61 △232

未払金の増減額（△は減少） △396 △1,516

前受金の増減額（△は減少） △19,288 9,280

長期預り保証金の増減額（△は減少） △1,238 954

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,230 △82

その他 △2,983 △7,054

小計 △4,670 3,965

利息及び配当金の受取額 576 568

利息の支払額 △199 △239

法人税等の支払額 △347 △5,367

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,640 △1,073

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △9,010

定期預金の払戻による収入 － 9,010

有価証券の取得による支出 △8,997 －

有価証券の売却及び償還による収入 － 6,200

投資有価証券の取得による支出 △10 △1

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 370

関係会社株式の売却による収入 － 30

有形及び無形固定資産の取得による支出 △12,452 △3,927

貸付けによる支出 △827 △15

貸付金の回収による収入 100 173

その他 △577 494

投資活動によるキャッシュ・フロー △22,764 3,325
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 163

長期借入れによる収入 35,602 －

長期借入金の返済による支出 △2,182 △17,925

社債の償還による支出 △75 △75

自己株式の取得による支出 △0 △2,188

配当金の支払額 △1,842 △1,625

非支配株主への配当金の支払額 △10 △52

その他 1,506 1,001

財務活動によるキャッシュ・フロー 32,999 △20,703

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7 57

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,586 △18,393

現金及び現金同等物の期首残高 21,376 52,756

現金及び現金同等物の四半期末残高 26,963 34,362
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これによりメディカル会

員権の登録料、一部のリゾート会員権の登録料、及び有料老人ホームの入居一時金に係る初期償却額等について、

従来は契約開始時に一括して収益を認識する処理によっておりましたが、履行義務の充足に係る合理的な期間を見

積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識することとしております。また、リゾートトラストグル

ープの共通ポイントサービスであるRTTGポイントクラブについて、従来は、将来にポイントとの交換に要すると見

込まれる費用を引当金として計上する方法によっておりましたが、当該ポイントが重要な権利を顧客に提供する場

合、履行義務として識別し、収益の計上を繰り延べる方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。また、収益認識

会計基準第86項また書き（1）に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変

更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,065百万円減少し、販売費及び一般管理費は42百万円増加し、

営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ1,107百万円減少しております。また、利益剰余金の

当期首残高は16,630百万円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

ととしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新た

な表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12

号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約

から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)

合計
会員権事業

ホテルレスト
ラン等事業

メディカル
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 42,036 25,143 18,764 85,943 333 86,276

セグメント間の内部売上高又
は振替高

15 1,111 90 1,217 951 2,169

計 42,051 26,254 18,854 87,161 1,284 88,446

セグメント利益又は損失（△） 14,390 △3,181 2,515 13,724 254 13,979

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業、別荘管理業等を含ん

でおります。

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利 益 金 額

報告セグメント計 13,724

「その他」の区分の利益 254

全社費用（注） △3,998

四半期連結損益計算書の営業利益 9,980

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年９月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)

合計
会員権事業

ホテルレスト
ラン等事業

メディカル
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 20,855 34,382 20,840 76,078 352 76,430

セグメント間の内部売上高又
は振替高

70 1,437 129 1,637 742 2,379

計 20,925 35,819 20,970 77,716 1,094 78,810

セグメント利益 6,296 128 2,594 9,020 271 9,291

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業、別荘管理業等を含ん

でおります。

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利 益 金 額

報告セグメント計 9,020

「その他」の区分の利益 271

全社費用（注） △4,159

四半期連結損益計算書の営業利益 5,132

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ 報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関

する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「会員権事業」の売上高は367百万円減少、セ

グメント利益は111百万円減少し、「メディカル事業」の売上高は1,008百万円減少、セグメント利益は996百万円減少

しております。また、「ホテルレストラン等事業」及び「その他」の売上高はそれぞれ326百万円、595百万円減少し

ておりますが、セグメント利益に与える影響はありません。

　


